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法
然
は
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
本
願
章
で
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
」
と
誓
う
本
願
の
文
を
標
し
な
が
ら
、
そ
の
本
願
の 
三
信
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
に
連
引
す
る
善
導
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
、
す
な
わ
ち
『
観
念
法
門
』
の
摂
生 
増
上
縁
の
文
と
『
往
生
礼
讃
』
の
文
と
を
掲
げ
て' 
唯
念
仏
を
も
っ
て
一
切
を
平
等
に
摂
取
す
る
本
願
は
、
選
択
す
る
本
願
で
あ
る
こ
と 
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
み
に
終
始
し
て
い
る
。
そ
し
て' 
こ
の
本
願
章
で
の
解
明
に
対
し
て' 
明
恵
は
『
摧
邪
輪
』
で
、
 
第
一
に
、
菩
提
心
を
以
て
往
生
極
楽
の
行
と
せ
ざ
る
過(
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
・
四
九
頁) 
を
挙
げ
て
、
最
大
の
批
判
点
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
法
然
は' 
仏
教
に
関
心
を
寄
せ
る
「
当
世
の
人
」
が
「
殊
に
欲
す
る
所 
の
行
」
の
一
っ
と
し
て
、
菩
提
心
の
行
有
り
。
人
皆
以
為
へ
ら
く
、
菩
提
心
は
是
れ
浄
土
の
綱
要
な
り
、
若
し
菩
提
心
な
く
ば
、
即
ち
往
生
す
べ
か
ら
ず
。
(
真
聖
全
一
・
九
八
二
頁
原
漢
文) 
と
、
往
生
の
た
め
に
菩
提
心
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
充
分
領
知
し
た
上
で
、
「
選
択
の
本
願
が
選
捨
し
た
も
の
」
で 
あ
る
が
故
に
、
往
生
の
行
と
し
て
は
、
発
菩
提
心
に
支
え
ら
れ
た
行
の
全
て
は
雑
行
で
あ
る
と
し
て
廃
捨
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
52
或
時
云
く
、
浄
土
の
人
師
多
し
と
雖
も
、
皆
菩
提
心
を
勧
め
て
観
察
を
正
と
為
す
、
唯
善
導
一
師
の
み
菩
提
心
無
く
し
て
の
往
生
を 
許
し
、
観
察
を
以
て
は
称
名
の
助
業
と
判
ず
、
当
世
の
人
善
導
の
意
に
依
ら
ざ
れ
ば
輙
く
往
生
を
得
ず
。
曇
鸞
道
綽
懐
感
等
皆
相
承 
の
人
師
た
り
と
雖
も
、
義
に
於
て
は
未
だ
必
ず
し
も
一
准
な
ら
ず
、
能
く
く
之
を
分
別
す
べ
し
、
此
の
旨
を
弁
ぜ
ず
ば
往
生
の
難 
易
に
於
て
存
知
し
難
き
者
な
り
と
云
(々
法
然
上
人
伝
記(
醍
醐
本)
，
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
七
七
七
頁
下
原
漢
文) 
と
い
う
消
息
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
曇
鸞
，
道
綽
等
の
浄
土
の
祖
師
に
対
し
て
も
妥
協
を
許
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は 
「
偏
依
善
導
」一
師
」
に
基
づ
い
た
確
か
な
自
信
が
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
善
導
の
教
え
に
全
面
的
に
よ
っ
て
開
く
三
心
章
は
、
 
念
仏
の
行
者
、
 
必
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
の
文(
真
聖
全
一
・
九
五
七
頁
原
漢
文) 
と
標
章
さ
れ
、
念
仏
の
行
者
に
と
っ
て
、
三
心
を
具
足
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
三
心
章
に
、
広
汎
で
詳
細
な
善
導
の
三
心
釈
の
ほ
と
ん
ど
全
文
を
引
用
し
て
い
く
な
か
で
、
法
然
は
信
心
を
端
的
に
ど
の
よ
う
に 
領
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
菩
提
心
は
無
要
と
言
い
、
三
心
を
必
具
す
べ
し
と
言
い
、
そ
し
て
三
信
を
「
称
我
名
号
」
で
押
え
て
し
ま 
っ
て
何
も
語
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
ど
ん
な
問
題
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
衆
生
に
と
っ
て
、
往
生
浄
土
の
唯
一 
の
条
件
と
見
定
め
ら
れ
た
「
廻
心
念
仏
」
と
い
う
事
実
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
--
法
然
に
と
っ
て
、
無
要
な
菩
提
心
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
然
は
、
第
十
二
念
仏
付
属
章
で
、
釈
尊
が
何 
故
定
散
の
諸
行
を
付
属
し
な
い
の
か
を
確
か
め
る
と
こ
ろ
で
、
『
観
経
』
の
散
善
三
福
の
内
の
発
菩
提
心
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
 
「
発
菩
提
心
」
と
い
う
は
、
諸
師
の
意
不
同
な
り
。
天
台
に
は
即
ち
四
教
の
菩
提
心
有
り
、
謂
く
蔵
・
通
・
別
・
円
是
れ
な
り
。
具 
に
『
止
観
』
に
説
く
が
如
し
。
真
言
に
は
即
ち
三
種
の
菩
提
心
有
り
。
謂
く
行
願
・
勝
義
・
三
摩
地
是
れ
な
り
。
具
に
『
菩
提
心
論
』 
に
説
く
が
如
し
。
華
厳
に
亦
菩
提
心
有
り
、
彼
の
『
菩
提
心
義
』
及
び
『
遊
心
安
楽
道
』
等
に
説
く
が
如
し
。
三
論
・
法
相
に
各
々
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菩
提
心
有
り
。
具
に
彼
の
宗
の
章
疏
等
に
説
く
が
如
し
。
又
善
導
所
釈
の
菩
提
心
有
り
。
具
に
『
疏
』
に
述
ぶ
る
が
如
し
。
発
菩
提 
心
、
其
の
言
ー
な
り
と
雖
も
、
各
々
其
の
宗
に
随
い
て
其
の
義
不
同
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
菩
提
心
の
一
句
、
広
く
諸
経
に
亘
り
徧
く 
顕
密
を
該
す
。
意
気
博
遠
に
し
て
、
詮
測
沖
邈
な
り
。
願
は
く
は
諸
の
行
者
、
一
を
執
り
て
万
を
遮
す
る
こ
と
莫
れ
。
諸
の
往
生
を 
求
む
る
人
、
各
々
須
く
自
宗
の
菩
提
心
を
発
す
べ
し
。(
真
聖
全
一
・
九
七
七
頁
原
漢
文) 
と
、
各
宗
の
菩
提
心
を
押
え
て
、
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
善
導
の
所
釈
の
菩
提
心
」
と
は
、
散
善
顕
行
縁
の
釈
を
指
す
わ 
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
「
発
菩
提
心
」
と
言
う
は
、
此
れ
衆
生
の
欣
心
大
に
趣
く
こ
と
を
明
す
。
浅
く
小
因
を
発
す
べ
か
ら
ず' 
広
く
弘
心
を
発
す
る
に
非 
ざ
る
自
り
は
、
何
ぞ
能
く
菩
提
と
相
会
す
る
こ
と
を
得
ん
。(
真
聖
全
一
・
四
九
二
頁
原
漢
文) 
と
確
か
め
て
い
る
よ
う
に
、
衆
生
の
身
口
意
の
三
業
の
全
て
を
挙
げ
て
無
上
菩
提
と
相
会
し
よ
う
と
す
る
心
で
あ
り
、
 
又
「
菩
提
」
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
仏
果
の
名
な
り
。
又
「
心
」
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
衆
生
能
求
の
心
な
り
。
故
に
「
発
菩
提
心
」 
と
云
う
な
り
。
(
同
上)
と
あ
る
よ
う
に
、
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
菩
提
心
と
は
、
「
仏
果
を
能
求
す
る
衆
生
の
心
」
で
あ
る
。
法
然
は
こ
の
善
導
の
指
示
を
受
け 
て
、
『
逆
修
説
法
』
の
中
で
、
発
菩
提
心
と
は
、
菩
提
は
即
ち
是
れ
仏
果
の
名
、
心
は
是
れ
衆
生
能
求
の
心
な
り
。
然
に
諸
宗
の
意
各
々
是
れ
同
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
皆 
願
行
俱
に
此
土
に
在
り
。
今
浄
土
宗
の
菩
提
心
は
、
先
ず
浄
土
に
往
生
し
て
、
一
切
衆
生
を
度
し
、
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
、
一
切
の 
法
門
を
悟
り
、
無
上
菩
提
を
証
せ
ん
と
欲
す
る
心
な
り
。(
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
八
三
頁
原
漢
文 
以
下
昭
法
と
略
す) 
と
示
し
て
、
諸
宗
の
菩
提
心
と
浄
土
宗
の
意
と
の
違
い
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
諸
宗
の
意
に
よ
る
な
ら
ば
、
菩
提
心
と
は
正
報
仏
果
で
あ 
る
成
仏
を
能
求
す
る
心
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
行
は
、
善
導
に
よ
っ
て
、
道
理
成
仏
の
法
は
要
ず
須
く
万
行
円
備
し
て
方
に
乃
ち
剋
成
す
べ
し
。(
観
経
疏
玄
義
分
，
真
聖
全
一
・
四
五
五
頁
原
漢
文)
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と
押
え
ら
れ' 
ま
た
、
 
正
報
は
期
し
難
し
、
一
行
精
な
り
と
雖
も
未
だ
剋
せ
ず
。(
同
上
四
五
七
頁
原
漢
文) 
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
万
行
円
備
を
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
諸
宗
は
願
は
成
仏
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
行
は
万
行
円 
備
を
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に'
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は£
、
心
と
行
と
の
相
応
す
べ
き
な
り
、
か
る
が
ゆ
へ
に
善
導
の
釈
に
い
は
く
、
た£
し
そ
の
行
の
み
あ 
る
は
、
行
す
な
は
ち
ひ
と
り
に
し
て
、
又
い
た
る
と
こ
ろ
な
し
。
た£
そ
の
願
の
み
あ
る
は
、
願
す
な
は
ち
む
な
し
く
し
て
、
又
い 
た
る
と
こ
ろ
な
し
。
か
な
ら
ず
願
と
行
と
を
あ
ひ
と
も
に
た
す
け
て
、
た
め
に
み
な
剋
す
る
と
こ
ろ
也
。
お
よ
そ
往
生
の
み
に
か
ぎ 
ら
ず' 
聖
道
門
の
得
道
を
も
と
め
ん
に
も
、
心
と
行
と
を
具
す
べ
し
と
い
へ
り
。(
往
生
大
要
鈔
・
昭
法
五
一
頁) 
と
、
別
時
意
趣
を
批
判
す
る
善
導
の
言
葉
に
よ
っ
て
確
か
め
て
い
る
よ
う
に
、
浄
土
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
心
は
願
生
の
心
で
あ
り
、
行 
は
往
生
の
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
願
は
成
仏
、
行
は
万
行
円
備
と
い
う
、
「
願
行
、
俱
に
此
土
に
在
る
」
菩
提
心
の
行
を
も 
っ
て
往
生
浄
土
を
期
す
こ
と
は
本
来
直
接
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
往
生
を
期
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
 
「
必
ず
回
向
を
用
い
る
時
、
往
生
の
因
と
成
る
」
け
れ
ど
も
、
「
回
向
を
用
い
ざ
る
時
に
は
、
往
生
の
因
と
成
ら
な
い
」
と
、
明
か
す
と 
こ
ろ
で
あ
る
。
親
鸞
が
、
雑
の
言
は
、
人
天
菩
薩
等
の
解
行
雑
せ
る
が
故
に
雑
と
日
へ
り
。
本
自
り
往
生
の
因
種
に
非
ず
。
廻
心
回
向
の
善
な
り
。
(
教
行
信
証
，
定
本
一
，
二
九
〇
頁
原
漢
文) 
と
押
え
る
よ
う
に
、
本
来
的
に
往
生
の
因
種
で
な
い
も
の
を
因
種
に
し
よ
う
と
す
る
「
廻
心
回
向
の
善
」
で
あ
る
。
法
然
は
そ
こ
に
、
菩 
提
心
の
行
と
言
わ
れ
る
も
の
が
ど
ん
な
に
清
浄
な
心
を
も
っ
て
す
る
勝
れ
た
行
で
あ
ろ
う
と
も
、
往
生
浄
土
の
た
め
に
は
、
菩
提
心
無
要 
と
し
こ
れ
を
雑
行
と
名
付
け
て
、
仏
の
選
択
本
願
の
行
の
用
く
事
実
と
同
一
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
質
な
も
の
を
見
て
い
た
の
で
あ 
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
菩
提
心
に
選
ん
で
、
55
浄
土
宗
ノ
心
ハ
浄
土
二
生
レ
ム
ト
願
ル
ヲ
菩
提
心
ト
云
へ
り
。(
三
部
経
大
意
・
昭
法
四
五
頁)
と
簡
潔
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
浄
土
宗
に
お
い
て
菩
提
心
と
言
い
得
る
も
の
は
、
願
往
生
心
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
--
そ
の
浄
土
往
生
の
行
を
衆
生
に
開
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
浄
土
を
期
す
心
が
、
成
仏
を
能
求
す
る
心
で
も
な
く
、
為
楽
願
生
の
心
で
も 
な
く
、
唯
願
往
生
の
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を' 
仏
自
ら
弁
定
す
る
の
が
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
云
く
。
「
若
し
衆
生
有
り
て
、
彼
の
国
に
生
れ
ん
と
願
ぜ
ん
者
は' 
三
種
の
心
を
発
し
て
、
即
便
ち
往
生
す
。
 
何
等
を
か
三
と
為
す
。
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
彼
の
国 
に
生
ず
と
。
」(
真
聖
全
一
・
九
五
七
頁
原
漢
文)
と
、
三
心
章
に
標
す
る
『
観
経
』
の
散
善
九
品
段
冒
頭
の
教
え
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
浄
土
が
弥
陀
の
願
心
に
よ
ら
て
荘
厳
さ
れ
て
い
る
こ 
と
を
前
十
三
観
で
説
示
し
終
っ
て
、
そ
の
浄
土
へ
の
往
生
を
散
乱
篦
動
す
る
現
実
の
真
：
¢
!
中
で
願
う
に
は
、
こ
の
三
種
の
心
の
具
足
が
必 
要
で
あ
る
こ
と
を
自
問
自
徴
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
定
善
十
三
観
を
受
け
て
上
上
品
か
ら
下
下
品
へ
の
展
開
す
る
九
品
段
の
教
説 
の
次
第
の
中
で
、
浄
土
願
生
の
心
と
し
て
信
心
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
往
生
の
行
が
鮮
明
化
す
る
こ
と
を
押
え
よ
う
と
し
て
、
 
善
導
は
、
此
の
三
心
は
亦
定
善
の
義
を
通
摂
す
と
。
応
に
知
る
べ
し
。(
真
聖
全
一
・
九
六
六
頁
原
漢
文) 
と
、
三
心
が
定
散
諸
善
に
通
ず
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
ま
た
法
然
は
こ
の
意
を
受
け
る
よ
う
に
、
 
此
の
三
心
は
、
総
じ
て
之
を
言
え
ば
、
諸
行
の
法
に
通
じ
、
別
し
て
之
を
言
え
ば
、
往
生
の
行
に
在
り
。
今
通
を
挙
げ
て
別
を
摂
す
、
 
意
即
ち
周
し
矣
。
行
者
能
く
用
心
し
て
、
敢
て
忽
緒
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。(
同
上
九
六
七
頁
原
漢
文) 
と
、
注
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
然
は
、
こ
の
善
導
の
釈
意
は
、
釈
尊
の
九
品
の
開
示
に
よ
っ
て
、
諸
行
の
法
に
関
わ
る
人
間
の
心
が
、
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往
生
の
行
に
相
応
す
る
往
生
の
信
へ
と
、
文
字
通
り
「
廻
心
念
仏
」
す
る
姿
を
一
挙
に
開
顕
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
押
え
て
い
る
の
で
あ
②
る
。
故
に
、
諸
行
の
法
に
関
わ
る
心
と' 
往
生
の
行
に
関
わ
る
心
と
、
念
仏
に
相
応
す
る
心
を
、
正
に
「
用
心
し
て
忽
緒
」
し
て
は
な
ら 
な
い
わ
け
で
あ
る
。
東
大
寺
講
説
の
『
観
経
釈
』
で
は
、
こ
の
三
心
の
解
釈
を
最
後
に
明
か
し
て
い
る
が' 
そ
の
初
め
の
方
に' 
次
の
よ
う
な
確
か
め
の
言 
葉
が
置
か
れ
て
い
る
。
凡
そ
三
心
は
万
行
に
通
ず
る
故
に
、
善
導
和
尚
此
の
三
心
を
釈
す
る
に
、
正
行
雑
行
の
二
行
を
以
て
す
。
今
此
の
経
の
三
心
は
、
即 
ち
本
願
の
三
心
を
開
く
。
爾
る
故
に
至
心
と
は
至
誠
心
な
り
、
信
楽
と
は
深
心
な
り
、
欲
生
我
国
と
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
之
を
以 
て
之
を
案
ず
る
に
、
必
生
彼
国
の
言
は
深
意
有
る
べ
き
か
。
必
と
は
不
必
に
対
す
る
言
な
り
。
正
行
を
修
す
る
者
は
、
必
ず
彼
の
国 
に
生
ず
、
雑
行
を
修
す
る
者
は
、
必
ず
し
も
彼
の
国
に
生
ぜ
ず
。
人
天
等
に
通
ず
る
故
に
。
又
雑
行
を
修
し
て
往
生
す
る
こ
と
、
百 
中
に
ー
ニ
、
千
が
中
に
三
五
な
り
。
故
に
不
必
と
云
う
な
り
。
専
を
修
す
る
者
は
、
百
は
即
ち
百
な
が
ら
生
じ
、
千
は
即
ち
千
な
が 
ら
生
ず
。
故
に
必
生
と
云
う
な
り
。(
昭
法
一
ニ
六
頁
原
漢
文)
す
な
わ
ち
こ
の
三
心
は
、
万
行
に
通
ず
る
が
故
に
、
 
善
導
は
正
雑
二
行
で
釈
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
本
願
の
三
信
を
開
い
た
も
の
で
あ
っ 
て
、
「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
我
国
」
は' 
そ
れ
ぞ
れ
「
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
」
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
行
章
で 
示
す
正
雑
ニ
行
の
得
失
の
釈
の
よ
う
に
、
「
具
三
心
者
、
必
生
彼
国
」
と
い
う
こ
と
を
、
正
行
・
雑
行
を
修
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
よ
う 
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
法
然
に
と
っ
て
、
雑
行
を
修
す
る
こ
と
は
三
心
を
具
さ
な
い
証
拠
で
あ
り
、
正
行
を
専
修
す
る
こ
と
が
、
取
り
も 
直
さ
ず
三
心
を
具
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
た£
名
号
を
と
な
ふ
る
に
、
三
心
お
の
づ
か
ら
具
足
す
る
也
と
云
り
。
(
西
方
指
南
抄
・
定
本
五
輯
録
篇⑴
ニ
ニ
頁) 
と
い
う
言
葉
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
万
行
を
問
題
と
す
る
善
導
の
三
心
釈
全
体
を
見
定
め
た
上
で
、
法
然
は
私
釈
を
、
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私
に
云
く
。
引
く
所
の
三
心
は
、
是
れ
行
者
の
至
要
な
り
。(
真
聖
全
一
・
九
六
六
頁
原
漢
文) 
と
明
か
し
、
そ
の
理
由
を
経
と
釈
と
の
呼
応
の
中
で' 
所
以
は
い
か
ん
。
『
経
』
に
は
則
ち
「
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
彼
の
国
に
生
ず
」
と
云
う
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
三
を
具
し
て 
必
ず
応
に
生
を
得
べ
し
。
『
釈
』
に
は
則
ち
「
若
し
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
即
ち
生
を
得
ず
」
と
云
え
り
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
一
少
け 
ぬ
れ
ば
是
れ
更
に
不
可
な
り
。
茲
に
因
て
極
楽
に
生
れ
ん
と
欲
わ
ん
人
は
、
全
く
三
心
を
具
足
す
べ
し
。(
同
上) 
と
確
か
め
て
い
く
。
ま
た
東
大
寺
講
説
の
『
観
経
釈
』
で
は
、
こ
の
三
心
の
釈
を
、
 
次
に
上
上
品
に
又
念
仏
有
り
。
爾
れ
ば
経
に
云
く
。
ー
に
は
至
誠
心
、
二
に
は
深
心
、
三
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る 
者
は
、
必
ず
彼
の
国
に
生
ず
。(
昭
法
一
ニ
六
頁
原
漢
文)
と
、
押
え
て
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
こ
の
私
釈
は
、
特
に
「
念
仏
の
行
者
」
の
「
至
要
」
と
し
て
、
別
し
て
念
仏
に
限
っ
て
三
心
の 
具
不
の
問
題
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
経
の
「
三
心
を
具
す
る
者
は
」
と
い
う
仏
の
開
示
を
、
受 
け
る
衆
生
が
「
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
」
と
頷
く
と
こ
ろ
に
、
三
心
の
教
え
が
真
実
の
教
え
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
の
内
容
確
認
が
あ
る
。
 
そ
の
当
面
の
文
意
で
は
、
三
心
の
一
つ
一
つ
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
 
至
心
と
い
ふ
は
、
『
観
経
』
に
あ
か
す
と
こ
ろ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
に
あ
た
れ
り
。
信
楽
と
い
ふ
は
、
深
心
に
あ
た
れ
り
、
こ
れ 
を
ふ
さ
ね
て
、
い
の
ち
の
お
は
る
を
期
と
し
て
、
み
だ
れ
ぬ
も
の
を
、
一
心
と
は
申
な
り
。
(
西
方
指
南
抄
・
定
本
五
輯
録
篇⑵
三
四
五
頁) 
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
心
が
一
心
と
し
て
衆
生
の
上
に
成
就
し
な
け
れ
ば
、
遇
縁
を
生
き
る
念
仏
の
衆
生
の
「
い
の
ち
の
お
は
る
を
期 
と
し
て
、
み
だ
れ
ぬ
も
の
」
と
し
て
、
三
心
は
「
至
要
」
と
は
言
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
心
の
教
え
が
衆
生
の
一
心
と
し
て
成 
就
す
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
三
心
は
念
仏
の
行
者
の
責
任
的
事
柄
と
し
て
教
示
さ
れ
て
い
る
。
 
し
た
が
っ
て
、
『
観
経
』
の
「
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者
廻
向
発
願
心
」
と
い
う
教
え
を
、
文
字
通
り
教
言
を
受
け
る
衆
生
と
58
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
の
法
然
の
私
釈
は
、
単
に
三
心
の
一
つ
一
つ
を
ば
ら
ば
ら
に
解
釈
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
善
導
の
三 
心
釈
の
再
解
釈
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
も
な
い
。
念
仏
に
必
具
す
べ
き
三
心
が
、
衆
生
に
一
心
と
し
て
成
就
し
て
い
る
事
実
そ
の
も
の
を 
表
現
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
標
し
て
い
る
経
釈
の
分
量
に
比
し
て
私
釈
が
あ
ま
り
に
も
短
か
す
ぎ
る
な
ど
の
非
難
は 
全
く
的
を
得
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
四
法
然
は
、
そ
の
「
一
者
至
誠
心
」
の
教
え
を
、
 
其
の
中
に
至
誠
心
と
は
是
れ
真
実
心
な
り
。
其
の
相
彼
の
文
の
如
し
。(
真
聖
全
一
・
九
六
六
頁
原
漢
文) 
と
先
ず
受
け
と
め
て
、
そ
の
「
彼
の
文
」
の
内
、
 
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
内
に
虚
仮
を
懐
く 
内
に
虚
仮
を
懐
く
等(
同
上) 
と
い
う
二
句
に
注
目
し
、
そ
の
内
と
外
と
の
対
立
の
問
題
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
者
至
誠
心
」
と
い
う
教
え
の 
内
容
を
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
と
い
う
一
句
に
見
定
め
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
「外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
と 
「
内
懐
虚
仮
等
」
と
い
う
二
つ
の
事
実
が
頷
か
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
法
然
は
こ
の
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
と 
い
う
言
葉
を
三
重
に
読
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
を
単
に
当
為
的
に
受
け
と
め
ず
に
、
三
重
に
読
み
込
ん
で
い
く
の
は
、
善
導
の 
三
心
釈
の
背
景
に
、
道
綽
の
『
安
楽
集
』
第
十
二
大
門
の
教
え
が
あ
る
こ
と
を
見
定
め
、
そ
の
内
容
確
認
を
盛
り
込
ん
だ
解
釈
で
あ
る
と 
頷
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
法
然
の
明
か
し
方
を
少
し
整
理
し
て
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
内
に
虚
仮
を
懐
く
と
い
う
は
、
 
外
と
は
内
に
対
す
る
の
辞
な
り
、
謂
く
外
相
と
内
心
と
調
わ
ざ
る
の
意
な
り
。
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即
ち
是
れ
外
は
智
、
内
は
愚(
癡)
な
り
。
 
賢
と
は
愚
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
外
は
是
れ
賢' 
内
は
即
ち
愚
な
り'
〇
 
善
と
は
悪
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
外
は
是
れ
善
、
内
は
即
ち
悪
な
り
。
 
精
進
と
は
懈
怠
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
外
に
は
精
進
の
相
を
示
し
、
内
に
は
即
ち
懈
怠
の
心
を
懐
く
な
り
。
 
若
し
夫
れ
外
を
飜
じ
て
内
に
蓄
え
ば
、
祇
に
応
に
出
要
に
備
え
っ
べ
し
。
 
内
に
虚
仮
を
懐
く
等
と
は
、
 
内
と
は
外
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
内
心
と
外
相
と
調
わ
ざ
る
の
意
な
り
。
 
即
ち
是
れ
内
は
虚
、
外
は
実
な
り
。
 
虚
と
は
実
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
内
は
虚
、
外
は
実
な
る
者
な
り
。
 
仮
と
は
真
に
対
す
る
の
辞
な
り
。
謂
く
内
は
仮
、
外
は
真
な
り
。
 
若
し
夫
れ
内
を
飜
じ
て
外
に
播
さ
ば
、
亦
出
要
に
足
ん
ぬ
べ
し
。(
同
上) 
こ
の
辞
と
辞
を
対
照
す
る
と
い
う
、
法
然
一
流
の
あ
ま
り
に
も
機
械
的
な
押
え
方
で
、
一
体
何
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
こ
の
文
に
つ
い
て
、
前
者
は
智
慧
を
き
わ
め
て
生
死
を
離
れ
る
聖
道
門
の
真
実
を
さ
し
、
後
者
は
愚
痴
に
か
え
っ
て
往
生
す
る
浄
土
門
の 
真
実
を
述
懐
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、
二
つ
を
別
々
に
考
え
る
見
方
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
堂
恭
俊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ 
の
二
つ
は
関
連
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
見
す
る
と'
外
か
ら
内
へ
、
内
か
ら
外
へ
と' 
同
じ
こ
と
を
表
と
裏
と
で
た
だ
引
っ 
繰
り
返
し
た
だ
け
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「誠
を
至
す
心
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
る
三
心
の
教
え
に
よ
っ
て 
成
立
す
る
「
廻
心
念
仏
」
の
事
実
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
外
を
内
へ
、
内
を
外
へ
と
い
う
二
つ
の
方
向
の
中
で
、
「
廻
心
念 
仏
」
と
い
う
一
つ
の
事
実
が
、
二
つ
の
意
味
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
押
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
最
初
の
「
至 
誠
心
者
是
真
実
心
也
」
と
い
う
言
葉
に
対
応
し
て
言
う
な
ら
、
「
至
誠
心
者
」
と
い
う
教
え
の
意
味
を
「
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
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と
い
う
一
句
に
お
い
て
確
か
め
、
「
是
真
実
心
也
」
と
い
う
頷
き
を
「
内
懐
虚
仮
等
」
と
い
う
一
句
で
押
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
換 
言
す
る
な
ら
ば
、
外
相
を
内
心
へ
と
い
う
こ
と
で
至
誠
を
問
う
の
で
あ
り' 
内
心
を
外
相
へ
と
い
う
こ
と
で
真
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と 
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
る
に
釈
尊
は
、
散
乱
危
動
の
現
実
を
生
き
切
実
に
浄
土
往
生
を
求
め
る
衆
生
に
対
し
て' 
何
故
改
め
て
「
誠
を
至
せ
」
と
い
う
こ 
と
を
教
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
す
で
に
衆
生
に
と
っ
て
自
明
な
こ
と
と
し
て
至
誠
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
衆
生
が
自
明 
に
し
て
い
る
至
誠
心
は
、
決
し
て
釈
尊
が
教
示
す
る
至
誠
心
で
は
な
い
。
そ
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
、
外
相
を
内
心
へ
と
明
か 
す
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
然
が
、
こ
の
至
誠
心
を
熾
盛
心
と
心
え
て
、
勇
猛
強
盛
の
心
を
お
こ
す
を
至
誠
心
と
申
す
は' 
此
釈
の
心
に
は
た
が
ふ
也
。
(
往
生
大
要
抄
・
昭
法
五
二
頁) 
と
語
り
、
あ
る
い
は
、
至
誠
心
を
や
う-'-
-
に
こ
ゝ
ろ
え
て
、
こ
と
に
ま
こ
と
を
い
た
す
こ
と
を
、
か
た
く
申
し
な
す
と
も
が
ら
も
侍
に
ゃ
。
(
西
方
指
南
抄
・
定
本
五
輯
録
篇⑵
三
〇
五
頁) 
と
確
か
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
「
誠
を
至
せ
」
と
い
う
教
え
が
、
「
勇
猛
強
盛
の
熾
盛
心
」
と
心
得
ら
れ
て
、
「
こ
と
に
ま
こ
と
を 
い
た
す
」
こ
と
と
し
て
し
か
受
け
と
め
ら
れ
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
」
て
「
こ
と
に
ま
こ
と
を
い
た
す
」 
こ
と
が
、
行
修
の
功
の
確
か
な
こ
と
を
保
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「誠
を
至
せ
」
と
い
う
勧
誡
、
す
な
わ
ち
「
外
に
賢
善
精
進
の 
相
を
現
じ
て
内
に
虚
仮
を
懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
」 
と
い
う
教
え
の
真
意
は
、
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
て
内
に
虚
仮
を
懐
く
」 
と
い 
う
現
実
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
正
に
「
外
相
と
内
心
と
調
わ
ざ
る
意
」
を
示
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
賢
善
精
進
と
い
う
こ
と
で
自 
明
と
し
て
い
る
人
間
の
至
誠
心
自
体
を
仏
の
自
問
自
徴
に
よ
っ
て
問
い
質
す
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
内
心
の
愚
悪
懈
怠
を
ひ
た
す
ら
隠 
し
、
外
相
に
自
ら
の
賢
善
精
進
を
現
ず
る
こ
と
の
み
に
価
値
を
与
え
、
そ
こ
に
自
己
弁
護
と
責
任
転
嫁
の
余
地
を
残
し
続
け
る
。
そ
し
て
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そ
れ
を
至
誠
心
と
錯
覚
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
逃
げ
や
甘
え
の
余
地
を
残
し
続
け
る
限
り
、
自
己
正
当
化
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
わ
け
で 
は
な
い
か
ら
、
当
然
「
出
要
に
備
え
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
衆
生
の
自
明
な
る
至
誠
心
を
も
っ
て
す
る
外
相
の
「
賢
・
善
・
精
進
」 
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
現
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
内
心
の
「
愚
・
悪
・
懈
怠
」
に
対
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
識
さ
せ' 
そ
の
内 
、い
の
「
愚
・
悪
・
懈
怠
」
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
外
相
に
偽
り
の
「
賢
・
善
・
精
進
」
を
飾
る
こ
と
の
み
に
腐
心
し
て
い
る
人
間
の
生
全
⑩
 
体
が
、
無
効
で
「
虚
仮
」
以
外
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
外
を
飜
じ
て
内
に
蓄
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ 
う
。
そ
の
「
外
を
飜
じ
て
内
に
蓄
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
逃
避
で
き
な
い
「
虚
仮
」
の
身
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
「
出
要 
に
備
え
る
」
と
い
う
、
言
わ
ば
出
要
の
必
要
条
件
を
具
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
然
は
、
こ
れ
に
続
い
て
「
内
懐
虚
仮
等
」
と
い
う
一
句
を
問
題
と
し
て
、
今
度
は
逆
に
「
内
心
と
外
相
と
調
わ
ざ
る
意
」
を
確
か
め 
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
釈
尊
の
教
言
の
も
と
で
内
心
の
「
虚
仮
」
を
知
る
こ
と
が
、
自
虐
的
に
虚
無
に
陥
る
の
と
は
全
く
質
が
異
な
る
知 
り
方
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
も
の
で
あ
る
。
自
己
に
と
っ
て
誰
に
も
見
せ
た
く
な
く
、
自
分
で
眺
め
る
こ
と
も
触
る
の
も
拒
否
し
続
け 
て
き
た
内
心
の
「
虚
仮
」
の
身
を
、
真
実
の
前
に
発
露
し
投
げ
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
内
を
飜
じ
て
外
に
播
こ
す
」
と
い 
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
播
こ
す
と
こ
ろ
の
外
相
の
真
実
と
は' 
賢
善
精
進
を
現
じ
て
い
た
外
相
と
は
異
な
る
意
味
を
も
っ
た
外
で 
は
な
い
か
と
思
う
。
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
に
腐
心
す
る
必
要
の
な
く
な
っ
た
外
で
あ
り
、
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
必
要
が
な 
い
こ
と
を
知
ら
し
め
た
外
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
に
と
っ
て
、
 
外
と
し
て
「
実
知
・
実
解
・
実
見
・
実
証
に
し
て
真
実
決
了
の
義(
真
聖 
全
一
・
九
六
一
頁)
」
を
説
き
続
け
る
仏
陀
釈
尊
の
教
言
の
真
実
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
選
択
本
願
の
念
仏
と
し
て
用
く
、
 
正
し
く
彼
の
阿
弥
陀
仏
、
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
三
業
の
所
修
皆
是
れ
真
実
心
の
中
に
作 
し
た
ま
い
し
に
由
て
な
り
。(
真
聖
全
一
・
九
五
八
頁
原
漢
文)
と
い
う
弥
陀
の
真
実
で
あ
る
。
文
字
通
り
赤
裸
々
な
「
虚
仮
」
の
自
身
を
飜
じ
て
播
こ
す
べ
き
「真
実
」
を
知
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
 
そ
れ
が
「
出
要
に
足
る
」
、
つ
ま
り
出
要
の
十
分
条
件
を
満
足
す
る
の
で
あ
る
。
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換
言
す
る
な
ら
ば
、
「
至
誠
心
」
の
教
え
の
徹
底
に
お
い
て
成
立
す
る
廻
心
念
仏
の
事
実
は
、
「
外
を
飜
じ
て
内
に
蓄
え
る
」
こ
と
に
よ 
っ
て
「
虚
仮
」
の
自
身
を
知
り'
「内
を
飜
じ
て
外
に
播
こ
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知
ら
し
め
た
そ
の
「真
実
」
の
用
き
に
頷
く
の 
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
出
離
生
死
の
要
」
で
あ
る
必
要
条
件
と
十
分
条
件
を
具
備
満
足
す
る
の
で
あ
る
。
五 
こ
の
至
誠
心
の
「
出
離
の
要
」
の
二
つ
の
条
件
の
具
備
満
足
は
、
 
次
に
深
心
と
は
、
謂
く
深
信
の
心
な
り
。
当
に
知
る.
へ
し
、
生
死
の
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
為
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能 
入
と
為
す
。
(
真
聖
全
一
・
九
亠
ハ
七
頁
原
漢
文)
⑫
 
と
押
え
て
い
る
「深
心
」
の
機
法
二
種
深
信
の
内
容
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
外
を
飜
じ
て
内
に
蓄
え
る
」 
こ
と
に
よ
る
「
虚
仮
」
の
自
身
の
信
知
は
機
の
深
信
と
し
て
、
「
内
を
飜
じ
て
外
に
播
こ
す
」
こ
と
に
よ
る
「真
実
」
の
用
き
の
信
知
は 
法
の
深
信
と
し
て' 
一
つ
の
「深
心
」=1
"
真
実
信
心
」
の
分
限
の
自
覚
内
容
と
な
っ
て
衆
生
に
成
就
す
る
。
 
し
か
る
に
そ
の
「
真
実
」
の
用
き
と
し
て
の
法
の
深
信
は
、
選
択
本
願
の
現
行
す
る
事
実
に
お
い
て
あ
る
信
知
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る 
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
そ
の
深
心
に
続
い
て
、
 
回
向
発
願
心
の
義
、
別
の
釈
を
俟
っ
べ
か
ら
ず
。
行
者
応
に
之
を
知
る
べ
し
。(
同
上) 
と
い
う
言
葉
で
簡
単
に
示
し
て
い
る
「
回
向
発
願
心
之
義
」
と
は
、
善
導
以
外
の
釈
を
俟
つ
必
要
が
な
い
と
い
う
意
味
と
同
時
に
、
念
仏 
の
行
者
に
と
っ
て
、
「
回
向
発
願
心
之
義
」
は
念
仏
生
活
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
明
白
な
事
と
し
て
あ
る
が
故
に
、
そ
の
事
実
以
外
に
解
釈 
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
行
章
の
五
番
相
対
の
と
こ
ろ
で
法
然
自
身
が
確
か
め
た
よ
う
に
、
本
願
の
行
と
し
あ 
る
念
仏
は
、
「
発
願
回
向
之
義
」
を
内
容
と
す
る
本
願
の
現
行
す
る
事
実
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
衆
生
に
と
っ
て
「
別
に
回
向 
を
用
い
ざ
れ
ど
も
自
然
に
往
生
の
業
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
行
者
に
と
っ
て
行
修
の
功
を
の
ぞ
ま
ず
「
別
の
釈
を
矣
つ
」
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必
要
の
な
い
事
と
し
て
「
回
向
発
願
心
之
義
」
は
、
そ
の
本
願
の
名
号
の
「
真
実
」
の
用
き
し
て
の
法
の
深
信
の
内
に
押
え
ら
れ
る
も
の 
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
機
法
二
種
一
具
の
「深
信
の
心
」
こ
そ
、
三
心
が
各
別
で
は
な
く 
一
心
と
し
て
衆
生
に
成
就
し
た
「
真
実
信
心
」
の 
姿
と
言
え
よ
う
。
正
に
「
こ
れ
を
ふ
さ
ね
て
、
い
の
ち
の
お
は
る
を
期
と
し
て
、
み
た
れ
ぬ
も
の
を
、
一
心
と
は
申
な
り
」
と
確
か
め
ら 
れ
た
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
「深
信
の
心
」
は
、
当
に
知
る
べ
し
。
生
死
の
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
為
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能
入
と
為
す
。
(
真
聖
全
一
・
九
六
七
頁
原
漢
文) 
と
い
う
、
一
生
涯
を
尽
し
て
涅
槃
界
に
能
入
す
る
信
と
し
て
頷
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
心
章
の
私
釈
を
見
て
く
る
と
、
法
然
は
何
故
至
誠
心
に
つ
い
て
は
内
心
と
外
相
を
対
比
し
な
が
ら
「
外
を
飜
じ
て
内
に 
蓄
え
る
」
「
内
を
飜
じ
て
外
に
播
こ
す
」
と
い
う
動
き
し
て
押
え
る
の
か
、
ま
た
深
心
で
は
二
種
の
深
信
の
関
係
を
語
ら
ず
に
涅
槃
能
入 
の
一
つ
の
信
と
確
か
め
、
回
向
発
願
心
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、 
衆
生
に
成
就
す
る
真
実
信
心
が
善
導
に
よ
っ
て'
一
つ
は
決
定
し
て
深
く
自
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
、
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
有
る
こ
と 
な
し
と
信
ず
。
二
に
は
決
定
し
て
深
く
彼
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
、
衆
生
を
摂
受
し
て
、
疑
な
く
慮
り
な
く
、
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
、
定
ん
で 
往
生
を
得
と
信
ず
。(
真
聖
全
一
・
九
五
九
頁
原
漢
文)
と
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
機
と
法
の
深
信
が
単
独
に
固
定
し
て
別
立
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
も
し
機
・
法
二
種
が
別
個
の
も
の
で 
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
は
人
間
が
勝
手
に'
反
省
し
た
り
夢
想
し
た
も
の
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
二
種
深
信
と
は
、
内
心
と
外
相
と
の 
間
で
自
我
否
定
の
動
き
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
無
有
出
離
之
縁
な
る
自
身
を
一
切
衆
生
を
摂
受
す
る
乗
彼
願
力
の
事
実
の
上
に
見
定
め 
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
潑
刺
と
し
た
動
き
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
機
法
二
種
深
信
が
「
一
心
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
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よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二
種
深
信
が
示
す
分
限
の
自
覚
と
は
、
決
し
て
人
間
を
卑
屈
に
す
る
心
で
は
な
い
。
人
間
の
生 
の
全
体
を
暗
く
覆
っ
て
消
極
性
を
免
れ
さ
せ
な
い
根
本
原
因
で
あ
る
無
明
を
開
き
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
身
の
内 
な
る
「虚
仮
」
を
限
り
な
く
知
ら
し
め
る
自
我
否
定
の
生
涯
を
歩
ま
せ
る
心
と
し
て
一
心
は
衆
生
に
成
就
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
導 
く
も
の
が
、
「
発
願
回
向
之
義
」
を
持
つ
選
択
本
願
な
る
念
仏
の
用
き
で
あ
り
、
如
来
の
回
向
心
で
あ
る
欲
生
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。
 
法
然
は' 
自
我
と
の
戦
い
の
動
き
と
し
て
あ
る
深
信
の
心
こ
そ
が
、
涅
槃
界
能
入
の
信
で
あ
る
こ
と
を
押
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
故
に
今
二
種
の
信
心
を
建
立
し
て
、
九
品
の
往
生
を
決
定
す
る
者
な
り
。
(
真
聖
全
一
・
九
六
七
頁
原
漢
文) 
と
、
明
か
し
て
い
く
。
人
間
は
、
自
ら
の
内
に
二
種
信
心
を
建
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て' 
九
品
と
い
う
衆
生
の
諸
差
別
を
根
源
に 
超
え
て
、
全
て
の
存
在
が
平
等
に
浄
土
に
往
生
す
べ
く
生
き
て
い
る
事
実
に
頷
く
者
へ
と
変
革
さ
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
自
ら
の
心
が 
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
人
間
関
係
が
根
本
的
に
解
放
さ
れ
な
い
の
が
、
関
係
(
遇
縁)
を
生
き
る
人
間
の
存
在
課
題
で
あ
る
。
そ 
の
存
在
課
題
を
決
定
的
に
人
間
に
開
顕
す
る
の
が
、
二
種
信
心
と
し
て
成
就
す
る
一
心
だ
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
法
然
は
こ
こ
に
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能
入
と
為
す
。
と
言
い
、
こ
れ
を
親
鸞
が
、
速
か
に
寂
静
無
為
の
楽
に
入
る
こ
と
は 
必
ず
信
心
を
以
て
能
入
と
為
す
と
い
え
り(
定
本
一
・
九
一
頁
原
漢
文) 
と
、
そ
の
典
拠
を
確
認
し
て
偈
と
し
て
い
る
。
涅
槃
の
城
で
あ
る
弥
陀
の
浄
土
は
、
善
導
が
平
等
の
世
界
と
し
て
讃
嘆
す
る
願
土
で
あ
り
、
 
そ
の
浄
土
能
入
の
信
と
明
か
さ
れ
る
信
心
は
、
限
り
な
く
平
等
を
願
い
、
倦
怠
す
る
と
こ
ろ
な
く
差
別
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
心
で
あ
る 
は
ず
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
信
心
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
往
生
の
信
心
」
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
か
え 
っ
て
、生
死
輪
転
の
家
に
還
来
る
こ
と
は
決
す
る
に
疑
情
を
以
て
所
止
と
為
す
。(
同
上)
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と
語
る
「
疑
情
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
平
等
を
願
う
真
実
信
心
の
開
顕
の
た
め
に
こ
そ
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
の
信
巻
は
序
を 
も
っ
て
開
巻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
註
①
 
『
往
生
大
要
鈔
』
で
は
、
こ
の
善
導
の
確
か
め
を
示
し
た
上
で
、
『
観
経
』
の
三
心
の
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。
②
 
こ
れ
は
『
三
部
経
大
意
』
に
示
す
、
但
此
至
誠
心
ハ
ヒ
ロ
ク
定
善
卜
散
善
ト
弘
願
ト
ノ
三
門
二
ワ
タ
リ
テ
釈
セ
リ(
昭
法
三
四
頁)
の
文
意
に
よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
行
の
法
に
関
わ
る
心
を
も
っ
て
往
生
を
求
め
て
い
く
心
を
、
菩
提
心
の
行
に
よ
っ
て
往
生
を
期 
す
あ
り
方
と
考
え
て
い
い
と
考
え
る
。
親
鸞
が
『
愚
禿
鈔
』
の
中
で
、
至
誠
心
釈
等
を
解
釈
し
て
、
そ
こ
に
聖
道
の
厭
離
真
実
・
横
出
の
欣
求
真
実
・
 
横
超
の
利
他
真
実
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
③
 
こ
の
後
に
は
三
心
章
と
同
じ
私
釈
が
続
い
て
い
る
。
尚
、
義
山
の
正
徳
版
『
漢
語
灯
録
』
で
は
、
こ
こ
は
随
分
略
さ
れ
、
ま
た
文
章
も
異
っ
て
い 
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
『
観
経
』
の
三
心
と
『
大
経
』
の
三
信
を
比
較
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
今
此
経
三
心
、
即
開
ー
ー(
同
一
ー)
本
願
三
心!' 
爾
故
(
謂)
至
心
者(
即)
至
誠
心
也
、
信
楽
者(
即)
深
心
(
也)
、
欲
生
我
国
者(
即)
廻
向 
発
願
心
也
。(
昭
法
一
ニ
六
頁 
カ
ッ
コ
内
が
正
徳
版)
と
な
っ
て
お
り
、
同
一
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
義
山
版
は
注
意
を
要
す
る
。
「
開
」
と
い
う
一
字
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
西 
方
指
南
抄
』(
定
本
五
輯
録
篇⑵
三
四
五
頁)
を
参
照
の
こ
と
。
④ 
こ
こ
は
『
観
経
釈
』
で
は
、
引
く
所
の
三
心
と
は
、
是
れ
行
者
の
至
要
、
往
生
の
目
足
な
り
。(
昭
法
一
ニ
六
頁
原
漢
文)
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
⑤
 
こ
の
法
然
の
読
み
方
を
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
『
教
行
信
証
』
信
巻
等
の
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
ず
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
内
に
虚 
仮
を
懐
い
て
」
と
途
中
で
返
る
読
み
が
、
法
然
と
は
異
な
る
親
鸞
独
自
の
読
み
方
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
説
に
疑
問
が
出
て
く
る
。
逆
に
こ
の
法
然 
の
三
重
の
読
み
方
を
一
挙
に
読
み
込
も
う
と
し
た
の
が
親
鸞
の
読
み
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
親
鸞
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
う
の
が
正
確
な
の
で
は
な
い 
だ
ろ
う
か
。
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⑥ 
『
観
経
釈
』
で
は
、
こ
の
「
愚
」
が
「
癡
」
と
な
っ
て
い
る
。(
昭
法
ニ
ー
七
頁)
⑦
 
こ
の
後
の
註⑨
と
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
外
は
実
な
る
者
」
の
「
者
」
の
一
字
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
「
者
」
は
他
の
内
外
を
相
対
す 
る
と
こ
ろ
に
は
な
い
。
『
観
経
釈
』
も
同
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
実
な
る
者
」
は
後
の
就
人
立
信
に
示
す
実
語
を
説
く
「
満
足
大
悲
の
人
」
釈
尊 
を
指
し
、
さ
ら
に
『
観
経
』
で
言
え
ば
、
散
善
顕
行
縁
の
「
浄
業
成
者
」
の
「
者
」
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
を
指 
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
少
々
読
み
込
み
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
⑧
 
こ
の
別
々
に
見
る
見
解
は
、
定
本
六
写
伝
篇⑴
の
解
説(
二
〇
五
頁)
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
は
安
井
広
度
・
宮
崎
円
遵
両
氏
に
よ
っ
て
執 
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
藤
堂
氏
の
見
解
は
、
『
法
然
上
人
研
究
』
「
法
然
に
お
け
る
実
践
論
の
諸
問
題
」
の
「
五
法
然
の
至
誠
心
釈
孜
」(
二
九
六
頁) 
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
前
者
の
「
飜
外
蓄
内
」
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
後
者
の
「
飜
内
播
外
」
が
意
味
を
も
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て 
い
る
。
⑨
 
こ
の
「
等
」
の
一
字
が
非
常
に
大
事
な
一
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
釈
で
「
内
な
る
虚
仮
」
は
そ
れ
以
下
の
善
導
の
釈
文
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ 
う
「
外
な
る
真
実
」
と
対
比
し
て
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
等
」
は
、
向
内
等
で
は
な
く
向
外
等
で
あ
る
。
故
に
『
観
経
疏
』
の
言
葉 
で
言
う
な
ら
ば
、
「
内
懐
虚
仮
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
凡
所
施
為
趣
求
、
亦
皆
真
実
」
と
い
う
弥
陀
の
行
の
真
実
ま
で
の
文
章
を
指
す
と
見
な
け
れ
ば
な 
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
い
く
ら
衆
生
の
雑
毒
の
行
を
回
向
し
て
も
往
生
は
不
可
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
理
由
を
押
え
る
善
導
の
確
認
を
含
ん 
で
い
る
、
と
考
え
る
。
⑩
 
藤
堂
氏
は
、
前
掲
書
で
こ
の
「
飜
外
蓄
内
」
と
い
う
法
然
の
教
示
は
、
他
の
遣
文
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。
@
『
西
方
指
南
抄
』
所
収
の
三
心
の
説
示
で
、
法
然
は
、
真
実
心
い
ふ
は
、
行
者
願
往
生
之
心
な
り
。
矯
飾
な
く
、
表
裏
な
き
相
応
の
心
也
。
雑
毒
虚
仮
等
は
、
名
聞
利
養
の
心
な
り
。
(
定
本
五
輯
録
篇⑴
ー
ニ
四
頁) 
と
、
註⑨
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
ろ
の
方
の
文
章
を
含
ま
せ
る
よ
う
に
確
か
め
、
そ
の
意
味
を
『
大
般
若
経
』
と
『
智
度
論
』
に
よ
っ
て
、
 
内
を
翻
じ
て
外
を
矯
る
と
い
ふ
は
、
た
と
い
外
相
不
法
な
れ
ど
も
、
内
心
真
実
に
し
て
往
生
を
願
ず
れ
ば
、
往
生
を
遂
ぐ
べ
き
な
り
。
(
同
上
原
漢
文) 
と
確
か
め
て
い
る
。
法
然
の
こ
の
「
飜
外
蓄
內
」
「
飜
内
播
外
」
と
い
う
押
え
方
は
、
ど
う
や
ら
『
智
度
論
』
に
準
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し 
こ
の
文
章
は
、
定
本
の
脚
註
で
指
示
し
て
い
る
大
正
蔵
経
の
現
文
章
と
は
随
分
違
っ
て
い
る
。
文
章
を
読
ん
で
わ
か
る
と
お
り
、
『
智
度
論
』
自
体
か
67
ら
の
引
文
で
は
な
く
、
『
智
度
論
』
を
釈
し
た
も
の
か
ら
の
引
用
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
正
確
な
典
拠
は
寡
聞
に
し
て
知
り
え
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の 
後
に
は
「
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
愚
悪
懈
怠
之
心
」
は
往
生
で
き
な
い
が
、
「
外
顕
愚
悪
懈
怠
之
形
内
住
賢
善
精
進
之
念
」
は
往
生
は
必
得
で
あ
る 
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
外
現
内
懐
」
と
い
う
言
葉
を
「
外
顕
内
住
」
と
し
、
賢
善
と
愚
悪
を
逆
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
「
飜
外
蓄
内
」
「
餓 
内
播
外
」
の
意
味
を
解
明
す
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
今
は
こ
れ
以
上
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
藤
堂
氏
は
前
掲
書(
二
九
七
頁)
で
、
他
の
遺
文
で
法
然
は
至
誠
心
を
論
ず
る
の
に
、
他
の
二
心
と
関
係
さ
せ
て
説
い
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
い 
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
氏
は
、
至
誠
心
は
深
心
と
廻
向
発
願
心
と
を
体
と
す
。
こ
の
二
を
は
な
れ
て
は
、
な
に
、
よ
り
て
か
至
誠
心
を
あ
ら
わ
す
べ
き
。(
昭
法
五
二
頁) 
と
い
う
『
往
生
大
要
鈔
』
の
文
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
「
以
信
為
能
入
」
と
い
う
言
葉
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
『
智
度
論
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
註
〇
を
考
え
る
と
そ
の
通
り
で
あ
る
の 
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
曇
鸞
等
の
師
資
相
承
を
問
題
に
し
だ
す
東
大
寺
講
説
の
『
観
経
釈
』
に
お
い
て
、
初
め
て
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
と
い 
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
後
に
親
嬉
が
信
楽
釈
の
結
び
の
言
葉 
に
す
る
『
論
註
』
の
、
経
の
始
に
如
是
と
称
す
、
信
を
彰
し
て
能
入
と
為
す
。(
真
聖
全
一
ニ
ー
一
四
ハ
頁
原
漢
文)
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
信
」
は
機
教
相
応
と
い
う
仏
弟
子
を
阴
ら
か
に
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
善
導
の
三 
心
釈
を
「
経
云
」
と
い
う
文
か
ら
引
用
し
、
経
と
釈
と
の
呼
応
の
中
で
三
心
の
領
解
を
確
か
め
て
い
く
法
然
の
感
覚
に
よ
り
近
い
の
で
な
い
か
と
思 
う
。こ
の
言
葉
が
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
定
善
義
で
、
特
に
浄
土
が
高
下
な
い
世
界
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
水
観
の
讃
嘆
の
言
葉
を
典
拠
し
て
い
る 
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。(
真
聖
全
一
・
五〇
四
頁)
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